
 

 

日時：平成 23年 4月 1日（金）15：00～16：00 

場所：名寄庁舎 3階会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 市長あいさつ 

・ 新メンバーが加わり、新たな気持ちでＨ23 年度に取組めること大変嬉しい、各自の持ち場で力を充分に発

揮して頂きたい。 

・ 震災被害の全容明らかとなっていないが、首都圏への一極集中の弊害が生じていると思う。機能の分散、

復興に向け、道北の中核都市としての気概を持って行動する必要があると感じている。 

・ 道の支援物資の指定品目が決まり、ホームページ等で速やかに市民周知を行った。今後、物資の受け入

れ、仕分け作業となるが、意義ある取組であり、市民の善意の受け止めも含めて、協力をお願いする。 

・ 被災者受け入れ２６戸のほか、ホームステイも含めて逐次発信をお願いする。また、受け入れた被災者に

対しては最低限の物品を用意する。これらの具体的な発信は、被災地や住民の安心につながると考えるの

で、今後も、受け入れ体制について、ホームページでの発信をお願いする。 

・ 杉並区と防災協定を結ぶ南相馬市が甚大な被害を受けている。今後、緊急な支援要請も想定されるので、

アンテナを張り、情報収集をお願いする。 

・ 4 月 1 日付けで全国市長会から要請があった。被災地市町村への人的支援・職員派遣で、1 週間から数

ケ月、数年の場合もありえる。積極的に支援すべきと考えているので、各職場での検討をお願いする。 

・ 新たなスタートに向けては、日頃から伝えているように、今年は名寄市を売り込む大きなチャンスの年であり

しっかり売り込んでいくこと。大学と病院という財産を活かし地域福祉を充実させていくこと。更には、それを

実践する職員・組織の活性化が必要である。 

・ 営業については、4 月 29 日に天文台がグランドオープンする。民間の皆さんと実行委員会を設置し、具体

的なプランができつつある。私も札幌で直に報道関係にＰＲし、地域を売り込むきっかけとしたい。 

・ 福祉については、地域福祉計画の策定作業が本格化する。大学と総合病院を有する地域の特性を活かし

た計画づくりに英知の結集をお願いする。 

・ 職員の活性化では、三つの点をお願いする。一つ目は、縦割りの払拭をお願いする。市民の幸せのために

は各人の持ち場を越えることも必要であり、まずは、この会議から横断的に活発な議論をお願いしたい。二

つ目は、地域主権の時代を迎え、新たな取組みにチャレンジする必要がある。三つ目はスピード感を持ち業

務に取り組んで欲しい。 

 

３ 市長・副市長の動静 

・ 市長、副市長の動静及び教育長の動静について連絡。 

 

４ 協議事項・報告事項 

（１） 平成 23 年度第１回定例会における検討事項について（総務部、市民部、経済部、教育部、市立病院） 

・ 平成23年度第1回定例会における各議員の質問の中で、今後検討すべき事頄について、各担当部局か

ら報告がありました。（6 件） 

 



№ 件  名 担当部 

1 ○行財政改革から歳入増収対策としてﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂの検討について 総務部 

2 ○ごみの収集体制（ｽﾃｰｼｮﾝ・戸別の方向性） 市民部 

3 ○担い手対策（名農農場を活用した（仮称）担い手研修ｾﾝﾀｰ構想について） 経済部 

4 ○地球温暖化に伴う新ｴﾈﾙｷﾞｰの利用検討と導入の考え方について 経済部 

5 ○ｽﾎﾟｰﾂのまちづくりについて（ｽﾎﾟｰﾂ振興策として条例設置を含めて振興の具体策について） 教育部 

6 ○近隣を含めた医療バスの運行について 市立病院 

 

 

５ 連絡事項・その他 

（１）庁議等について（総務部） 

・ 庁議、部次長会議等の目的、構成及びスケジュール等について連絡 

 

（２）庁議等の決定事項について（総務部） 

・ 庁議等の決定事頄(概要)の公表に係る趣旨、手項等について連絡 

 

（３）要望書の取扱い等について（総務部） 

・ 要望書、定例会における検討事頄の処理顛末、市長への要望についての処理顛末の取扱いについて連絡 

 

（４）平成 22年度名寄市職員人事評価試行の結果について（総務部） 

・ 平成 22 年度に施行した市職員人事評価の結果について報告 

 

（５）その他（総務部） 

 ・ 映画ロケ地としてのＰＲを図るため、市民に絵葉書を無料配布しＰＲへの協力を願うことについて報告 

・ 4 月から風連担当副市長のスケジュール管理は秘書係が対応する旨連絡 

 

 

６ 各部局の懸案事項 

・ 特になし 

 

 

７ 閉 会 

【市長】  

・ 4 月 29日～5月 10日まで、天文台グランドオープンで各種イベントを予定している。来場者数３万人を目標 

としており、職員各位の協力をお願いする。また、杉並区からは区長をはじめ8名の訪問団が本市に来られる、 

併せて協力をお願いする。 


